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今
号
は
「
新
年
度
予
算
に
対
す

る
各
会
派
の
評
価
と
見
解
」
を
掲

載
し
て
お
り
、
各
会
派
の
所
見
が

一
目
瞭
然
で
す
。

　

毎
号
掲
載
し
て
い
る
一
般
質
問

の
報
告
記
事
に
つ
い
て
も
、
議
員

個
人
の
質
問
内
容
が
分
か
る
構
成

に
し
て
い
る
議
会
が
、
県
議
会
を

は
じ
め
と
し
て
県
内
で
も
数
多
く

見
ら
れ
ま
す
。

　

議
員
名
を
記
し
、
主
要
な
質
問

に
絞
り
質
疑
の
要
旨
を
端
的
に
載

せ
る
構
成
な
ら
、
大
幅
な
ス
ペ
ー

ス
増
に
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

市
民
か
ら
も
変
更
を
求
め
る
陳

情
を
い
た
だ
き
、
議
会
の
発
信
力

に
期
待
す
る
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
改
善
点
を
常
に
探
り
、
多

く
の
方
に
読
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り

を
目
指
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

�

（
保
坂　

令
子
）

議
会
広
報
委
員
会

　
委
員
長　
日
向　
慎
吾

　
副
委
員
長　
中
村
聡
一
郎

　
委　
　
員　
保
坂　
令
子

　
委　
　
員　
西
岡　
幸
子

　
委　
　
員　
池
田　
　
実

　
委　
　
員　
吉
岡　
和
江

　

鎌
倉
市
腰
越
漁
港
管
理
条
例
に

定
め
る
腰
越
漁
港
の
指
定
管
理
者

を
、
腰
越
漁
業
協
同
組
合
に
指
定

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
期
間
は

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
33

年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間
で
す
。

　

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

今
定
例
会
で
は
、
議
員
か
ら
議

案
16
件
お
よ
び
書
面
に
よ
る
動
議

１
件
が
、
市
長
か
ら
議
案
50
件
お

よ
び
諮
問
５
件
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
主
な
議
案
の
内
容
お
よ
び
議

会
に
お
け
る
議
決
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
《
議
員
提
出
議
案
》

無
電
柱
化
の
推
進
に
関
す
る
法
整

備
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て

　

防
災
性
の
向
上
、
安
全
で
快
適

な
通
行
空
間
の
確
保
、
良
好
な
景

観
の
形
成
等
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
無
電
柱
化
の
推
進
に
関
す

る
法
律
の
早
期
制
定
に
つ
い
て
、

国
に
対
し
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

（
可
決
し
た
意
見
書
の
全
文
は
鎌

倉
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
鎌
倉

市
議
会
議
案
集
（
議
会
議
案
等
）」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　
《
市
長
提
出
議
案
》

諮

問

行
政
財
産
を
使
用
す
る
権
利
に
関

す
る
処
分
に
つ
い
て
の
異
議
申
立

て
に
つ
い
て

　

市
役
所
旧
９
０
１
会
議
室
お
よ

び
市
役
所
本
庁
舎
敷
地
内
の
建
物

の
う
ち
別
途
協
議
に
よ
り
特
定
さ

れ
る
部
分
に
つ
い
て
、
鎌
倉
市
職

員
労
働
組
合
が
行
っ
た
行
政
財
産

目
的
外
使
用
許
可
申
請
に
つ
い
て
、

市
は
、
同
会
議
室
に
つ
い
て
は
子

ど
も
会
館
・
子
ど
も
の
家
の
整
備

と
い
う
行
政
計
画
を
進
め
る
た
め
、

施
設
の
解
体
を
予
定
し
て
お
り
、

ま
た
、
市
役
所
敷
地
内
に
職
員
労

働
組
合
事
務
所
と
し
て
供
与
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
不
許
可
と
し
た
と
の
こ

と
で
、
こ
の
処
分
に
対
し
、
異
議

申
し
立
て
が
な
さ
れ
た
た
め
、
地

方
自
治
法
第
２
３
８
条
の
７
第
４

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
に
諮

問
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
審
査
を
付
託
し
た
総
務
常
任

委
員
会
の
答
申
案
（
市
の
事
務
手

続
に
瑕
疵
は
な
く
、
今
回
の
不
許

可
処
分
に
つ
い
て
は
妥
当
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
異
議

申
し
立
て
に
つ
い
て
は
、
棄
却
が

妥
当
と
判
断
す
る
。）
の
と
お
り

決
定
し
ま
し
た
。

条
例
関
係
議
案

鎌
倉
市
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
退
職
後
に
営
利
企
業
等
に

再
就
職
し
た
元
職
員
に
よ
る
、
現

職
職
員
へ
の
働
き
か
け
が
規
制
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
職
員
の
退
職

管
理
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
、

必
要
な
事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
個
人
情
報
保
護
条
例
及
び

鎌
倉
市
情
報
公
開
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

行
政
不
服
審
査
法
の
改
正
に
伴

い
、
行
政
庁
の
処
分
に
対
す
る
不

服
申
し
立
て
の
制
度
が
見
直
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
鎌
倉
市
個
人
情
報

保
護
条
例
お
よ
び
鎌
倉
市
情
報
公

開
条
例
に
定
め
る
不
服
申
し
立
て

に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
、
同
法

の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
内
容
に
整
備

す
る
も
の
で
、
本
年
４
月
１
日
か

ら
施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

補

正

予

算

　

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
、

第
７
号
）
お
よ
び
５
特
別
会
計
補

正
予
算
は
、
そ
れ
ぞ
れ
総
員
の
賛

成
で
原
案
を
可
決
し
、
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）
は
、
多
数

の
賛
成
で
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

鎌
倉
市
版
観
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
準

備
事
業
費
、
企
業
活
動
拠
点
整
備

事
業
費
お
よ
び
三
浦
半
島
魅
力
最

大
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
費

を
追
加
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

歳
入
歳
出
と
も
に
５
９
１
２
万
円

を
増
額
し
、
補
正
後
の
総
額
は
６

２
５
億
９
７
４
５
万
３
千
円
と
な

り
ま
す
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
と
も
に
４
億
６
４
０

０
万
円
を
減
額
し
、
補
正
後
の
総

額
は
68
億
１
０
３
０
万
円
と
な
り

ま
す
。

大
船
駅
東
口
市
街
地
再
開
発
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
と
も
に
１
１
７
０
万

円
を
減
額
し
、
補
正
後
の
総
額
は

６
２
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
と
も
に
５
億
１
４
０

０
万
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
総

額
は
２
２
０
億
２
４
５
０
万
円
と

な
り
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

　

歳
入
歳
出
と
も
に
３
億
３
７
２

０
万
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
総

額
は
１
５
７
億
６
８
６
０
万
円
と

な
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
と
も
に
６
４
０
０
万

円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
総
額
は

51
億
１
２
４
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

指
定
管
理
者
の
指
定

　

指
定
管
理
者
の
指
定
を
す
る
た

め
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
議
会
の
議
決
を
得
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　今定例会で、下記の意見書提出および決議に係る議会議案を可決しました。
　なお、可決した意見書は、地方自治法第99条の規定に基づき、関係機関に送付しました。

可決した意見書・決議

（意見書の提出）
・�国会及び日本政府に対して表現の自由の堅持と保障を求める意見書
・�災害ボランティア割引制度の早期の実現を求めることに関する意見書
・�軽度外傷性脳損傷・脳しんとうについての周知と対応、適切な労災認定などの取り組みの推進
を求める意見書

・�台湾南部で発生した地震に際し、台湾に対して必要な人道支援を行い、日台友好に寄与するこ
とを日本政府に求める意見書

・�日本政府に対してテロ対策の充実・強化を求める意見書
・�骨髄移植ドナーに対する支援の充実を求める意見書
・�司法修習生の待遇改善と修習期間中の給費制の復活を求める意見書
・�給付型奨学金制度の創設を含め、奨学金制度の抜本的改革を求める意見書
・�国に精神障害者の交通運賃割引制度の適用を求める意見書
・�東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会セーリング競技開催に際して漁業関係者に対
する配慮と必要な措置を求める意見書

・�無電柱化の推進に関する法整備を求める意見書

（決議）
・�北朝鮮の蛮行たる４度目の核実験とミサイル発射に対して強く非難する決議
・�鎌倉市民の安全の確保のため、鎌倉市由比ガ浜４丁目商業施設計画に関する決議

（可決した意見書・決議の全文は、市議会ホームページをご覧ください）

諮問 第６号 行政財産を使用する権利に関する処分についての異議申立てについて ※１

条例
第103号 鎌倉市職員の退職管理に関する条例の制定について 可決

第107号 鎌倉市個人情報保護条例及び鎌倉市情報公開条例の一部を改正する条例の制定について 可決

補正
予算 第117号 平成27年度鎌倉市一般会計補正予算（第８号）（鎌倉市版観光ＤＭＯ設立準備事業等） 可決

予
算

新
年
度

第91号 平成28年度鎌倉市一般会計予算
（上／原案　下／企画総合計画事業に対する組み替え動議）

可決
否決

第94号 平成28年度鎌倉市国民健康保険事業特別会計予算 可決
第95号 平成28年度鎌倉市公共用地先行取得事業特別会計予算 可決
第97号 平成28年度鎌倉市後期高齢者医療事業特別会計予算 可決

陳情
第38号 有料ごみ袋の使用を継続することの中止を求める陳情書 不採択

第39号 円覚寺境内境界北尾根を『国指定史跡円覚寺境内』に追加指定す
ることについての陳情 不採択
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○：賛成　－：反対　退：退席

　会　派　名

　議　員　名
主　　　な　　　議　　　案　　　等 議決

結果

※�会派は、政策を中心とした同一の理念を共有
する２人以上の議員で構成されます。本市議
会では、会派に属する議員は代表質問を行っ
たり、議会運営委員会の委員となり、議会運
営に関する協議を行うことができます。

※◎は会派の代表者
※�前川綾子議員は議長のため、採決には参加し
ていません。

※下記以外の議案等への賛否については、議会事務局へお問い合わせください。

※１　棄却することが妥当である旨、答申することを決定

議 決 さ れ た 主 な 議 案 等


